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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月6日(2013.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　この場合、分割部２４は、同じ符号語を構成する符号化データが同じ伝送路を使って伝
送されないように、ECC処理部２３から供給された符号化データを供給された順に伝送路
Ｃ１乃至Ｃ４に割り当てる。図４の例においては、符号語１を構成するブロック１，２，
３の符号化データがそれぞれ伝送路Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３に割り当てられ、符号語２を構成す
るブロック４，５，６の符号化データが伝送路Ｃ４，Ｃ１，Ｃ２に割り当てられている。
符号語３を構成するブロック７，８，９の符号化データがそれぞれ伝送路Ｃ３，Ｃ４，Ｃ
１に割り当てられ、符号語４を構成するブロック１０，１１，１２の符号化データが伝送
路Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４に割り当てられている。
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